
小倉城跡　改訂版（比企郡ときがわ町）

　　　　　正面前方に大福寺の本堂が見える/その背後の山に小倉城跡が展開している 📹 video

https://youtu.be/1tsROZIxyo0


　　山麓の大福寺の平場は居館跡とされ、手前の畑には堀跡の遺構が認められると云う



　　縄張図/ときがわ町ホームページ　生涯学習課「総合案内板」より



　　　　本堂手前に「小倉城跡入口」と記された表示板が立っている 📹 video

https://youtu.be/X0kv1sRszSo


　　　本堂右手のここから、「いざ、登城！」



　　　　　　こんな感じの山道を登って行く



　　途中、急坂になる辺りで山頂方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/zudlELBvSgk


そこで右手を見ると、やや緩やかな平場跡のような地形が見られるが、このエリアも腰郭としての遺構の一部のようだ 📹 video

https://youtu.be/mdXpptxgJmA


　急坂を登ると、前方の上部が郭１/手前で山道が左右に分かれている 📹 video

https://youtu.be/aqCo3SNlkFk


　　そこで、左手を見たところ/前方上部は郭３



　　同じく、右手を見たところ/前方上部は郭１/こちらを進むと、郭１の北虎口方面に至る



　　　　　同じく、登って来た方向を見下ろしたところ/このルートは大手道らしいが・・・ 📹 video

https://youtu.be/7k7o-eZahKw


　　　　それでは、右手から腰郭（東腰郭）→枡形状虎口→二重堀切→北虎口と進んでみよう/上が北方向



　　右手に折れると、堀状の窪みがある（横堀のようだ）/左上は郭１



　左上を見上げると、上部の郭１からその横堀に下り落ちる竪堀がある 📹 video

https://youtu.be/mTR3lX6IcZo


　　　こんな塩梅



　　　　少し進むと、右手に説明板が立っている/前方の上部に進むと東腰郭のエリア 📹 video

https://youtu.be/JsMqnSMUyxA


　　　　正面の東腰郭の城塁に、石垣（石積）が見られるようだ



そこで、振り返って見たところ/右手の山道を登って行くと郭１の東虎口及び郭３に、左手の山道を進むと郭３の城塁側に、そして左手に下って行くと大福寺
へと至る



　　　　　これが東腰郭の城塁の石積/上部が東腰郭のエリア



　　　　　結晶片岩（地元の緑泥石片岩）の平石を水平に積んだ様子が見て取れる



こんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/H-pJSapo69M


　　さて、このエリアが東腰郭/南側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/OE0UiX6CmMQ


　　　西側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/y0FBKMPz2Xs


　　　　　東側から見たところ/前方上部は郭１ 📹 video

https://youtu.be/LLaHmXjfuCk


　　　　本郭１（左手）を回り込むように進む



　　　　　前方に枡形状虎口が見えて来る



　　　　　左上を見ると、ここが郭１の北虎口 📹 video

https://youtu.be/WkqLYtq0o7U


　　　　ここが枡形虎口/説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/WJmkmWwY6dE




この枡形部分を右手に回り込んだ所が虎口正面で、門（二ノ門らしい）が設置されていたと云う 📹 video

https://youtu.be/f5Z9A8Nlhtw


　枡形を構成する土塁の上から見たところ/正面の柵は、近年前方の斜面が崩落したための立ち入り禁止措置



　　枡形部分からその土塁を見上げたところ/左手が虎口正面となる



　　そこで、右手を見たところ/前方の上部が郭１



　　同じく、左手を見たところ/ここが虎口正面/ここに門があったとされる 📹 video

https://youtu.be/W_BI8Wy8smk


　　　その虎口の先は、前方で左手に折れてなだらかに下っている



　　　　左手に折れた先を見たところ/この少し先には二重堀切があり、この方面から登ってくる敵を防御する仕掛けとなっている



　　そこで、振り返って枡形虎口方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/GZqctkDdUOo


　二重堀切を突破してきた敵は、この虎口正面にあった門に遮られる



　　　　　その門を突破しても、この枡形空間を進まざるを得ないということになっている 📹 video

https://youtu.be/Hoc3CSy-RxY


　　　　さて、少し先の二重堀切を見てみよう 📹 video

https://youtu.be/MMfwoDyTGSQ


　　少し進んで左手を見上げると、正面に土塁、その左手には低い土塁、そして双方の間には堀切が見て取れる 📹 video

https://youtu.be/3PskLr8mr1A


　　　　これが左手の低い土塁/右上が高い土塁、左手は枡形虎口から続く城塁（切岸） 📹 video

https://youtu.be/higg90q5X6Y


　左手を見たところ/枡形虎口から続く城塁（切岸）と低い土塁（右手）との間にも堀切がある 📹 video

https://youtu.be/Mwn30_lvjw0


　　　その堀切を見たところ/右手が低い土塁



そこで、右手を見たところ/手前の低い土塁の向こうが堀切で、その更に向こうが高い土塁



高い土塁の上に登って、枡形虎口から続く城塁（切岸）方向を見たところ/南方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/VaALZzHsLh4


　　　　　下方の二重の堀切を見たところ



　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　　振り返って、反対方向（北方向）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/dcxq1k8fULU


　　　　その先は一寸した平場が続いている



　その平場から振り返って、高い土塁を見たところ/南方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/7ZlI8PHgsA8


　　　　これは二重堀切の更に北方向に進んだ所にある平場/腰郭のようなものか・・・



　　　その脇はこんな塩梅の堀になっていた



そして、ここから更に北東方向に下って行くと、麓の道路に出るようだ



さて、枡形状虎口まで戻ると、右手に上がった所が郭１の北虎口/左前方が東腰郭のエリア



　ここが北虎口/ここに一の門があったそうだ/この向こうが郭１の内部 📹 video

https://youtu.be/pSNYPL8SO0Q


　さて、今度は郭３へ進もう



右手の山道を登って行くと郭１の東虎口及び郭３



　　　正面が郭３/右手に登ると郭１の東虎口



　　　　ここは郭１の東虎口手前の平場（腰郭）/右奥が東虎口



　　これが郭１の東虎口/この向こうが郭１の内部 📹 video

https://youtu.be/w1Pg7k-WKN8


　　　　そこで振り返って、郭３方向を見たところ/この平場と郭３との間には堀切がある/南方向に見たところ



これがその堀切/向こうが郭３ 📹 video

https://youtu.be/soTIvGoaH3g


　　　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



左手に下りて、堀切を東側から西方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/H5e6F3BPS5s


こんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/qn4rJsq0-wQ


　　岩盤を削り掘っている



　　　　反対に、西側から東方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/jslzuJo4yVk


　　　　　そこで左手を見ると、石積が見える 📹 video

https://youtu.be/CCzip34XSOY


こんな塩梅



　　反対側から見たところ



　　　平石を水平に積んだ様子が見て取れる



　　　これは郭３を北側から南方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/MMxG96B1qLo


　そこで、右手を見ると堀切に沿った土塁がある



　　更に右手を見たところ



　　　　　これはその土塁を南側から北方向に見たところ/前方に郭１の東虎口が見える 📹 video

https://youtu.be/Y35HowiB670


　　　　　この土塁には石積も施されている 📹 video

https://youtu.be/nLQYb2eElZ4


　　　　　その土塁の上から堀切を見たところ 📹 video

https://youtu.be/DnMpkglopc0


こんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/6uwME83wxeo


　　これは郭３の南側から北方向を見たところ



　　　振り返ると、郭３の南側には窪みがあった 📹 video

https://youtu.be/cXAeEjlmvFU


　　　　　これはその窪みで、東側から西方向に見たところで、前方は虎口となっている 📹 video

https://youtu.be/3DOwLBI-kJw


　　　　　反対に西側から東方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/ut1ANSNiUW8


　　　そこで、右手を見たところ/土塁の側面に石積が施されている



　　同じく、左手を見たところ



　　　　　その更に左手を見ると石積が見える 📹 video

https://youtu.be/0CLkDKVTlBE


こんな塩梅



　　　　　その更に左手を見たところ/この先は、先程の郭１東虎口前の平場と郭３との間にあった堀切の西側に続いている



　　　　　これは郭３の南下を見たところで、このエリアにも平場（腰郭）が展開している 📹 video

https://youtu.be/xCNQxvwZtM0


　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　　　　　さて、郭３の東側の城塁下に進んでみよう/右上が郭３



　　　　岩盤の横に、説明板が置かれていた





　　その上部を見上げると、石積が連続している 📹 video

https://youtu.be/tsGKTw4Rrhw


　　　アップで見たところ



　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　その更に右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/MAGkbDz2g7c


　さて、今度は小倉城跡の南西側から郭４の虎口・郭４～郭４と郭２を隔てる大堀切・竪堀～郭２～郭５～井戸郭（井戸ノ沢）～郭１の南虎口へと進もう



　　　　ここからホトケハラ平場群脇を通って郭４の虎口へと向かう 📹 video

https://youtu.be/MGdbq159oVo


　　ここからのアピローチは、このように緩やかに登って行くだけで小倉城跡に到達できる



　　　　　正面前方に郭４の城塁が見えて来る 📹 video

https://youtu.be/SdcIiiSTdJM


　　　　この先を右手に登って行く/手前に説明板が立っている



ここを右手に登ると小倉城跡郭４の虎口、真っ直ぐ下って行くと青山城跡（比企郡小川町）方面、左手のエリアにはホトケハラ平場群が展開しているようだ



　　こちらが右手の、小倉城跡郭４の虎口方向



　　　　右手前にある標柱（小倉城跡入口と記されている）と説明板 📹 video

https://youtu.be/XJ8Gw-ueWi4




さて、郭４の虎口方向へと進むと城塁が見えて来る 📹 video

https://youtu.be/Z0UAYkn6KGA


　　　アップで見たところ



　　　　その右手を見ると、城塁の南下には平場（腰郭）があるようだ/後程、見てみよう



　　　さて、虎口へと進む



これが郭４の西側にある虎口



　　　ここが郭４/西側から東方向に見たところ



振り返って虎口を見たところ/左手のマウンドは土塁 📹 video

https://youtu.be/tP2O4x42Ud8


　その土塁上に登ったところ



　　　　　そこで、左手を見下ろすと、南下の平場（腰郭）が見えた 📹 video

https://youtu.be/yiusiqJfXTI


　　その少し左手に移動し、南下を見ると竪堀状の窪みが見て取れる 📹 video

https://youtu.be/ZfIQuQGi-2E


　　　南下の平場に下りて、その竪堀を確認してみよう/左上が郭４



　　　　正面がその竪堀 📹 video

https://youtu.be/VGPAcaEfbwI


　　竪堀の向こう側に進んで、振り返って見たところ 📹 video

https://youtu.be/3Bq2_mB9Gb8


　堀底に下りて、南方向に下って行く先を見たところ 📹 video

https://youtu.be/zLXZz_LELxI


　　　　振り返って、郭４方向を見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/lsNHQwAjlpg


さて、これは郭４で北方向を見上げたところ/この上部には土塁があり、その先に郭２との間の堀切があるようだ



　　　その上部の土塁を西側から東方向に見たところ/左手が堀切



　　　　　反対に東側から西方向に見たところ/土塁の右手が堀切 📹 video

https://youtu.be/Pr29z9Y_F5k


　同じく、土塁の上に登って見たところ/右手が堀切 📹 video

https://youtu.be/VnJUP_KtAwM


　　右手の堀切底に下りて見たところ/右上は郭２ 📹 video

https://youtu.be/Q_WRiGVw_MY


さて、ここは郭４の東側にある虎口状の土塁の切れ目/土塁の向こうが、郭４と郭２との間にある堀切/前方は郭２の南下の平場で、郭２に沿って細長く
続いている帯郭



　　　　　そこで、右手を見ると説明板が立っている/説明板の背後は堀切に続く竪堀 📹 video

https://youtu.be/ROJTtbNNjEU


郭４の東側の虎口状の土塁の切れ目は、本来土塁の切れ目があったのではなく、
郭４は木橋によって郭２の帯郭と連結されていたそうだ



　　そこで振り返って、郭４を東側から西方向に見たところ/郭４の平場は二段構造（北側が少し高い）になっているのが見て取れる



　　　さて、これは説明板左手に堀切を見たところ/前方上部が郭２



　　　こちらは説明板右手に竪堀を見たところ



竪堀底に下りて、竪堀が下って行く方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/6y9PCnnUKeQ


　　その先端はこんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/gKwdYuxpgsg


　　　　そこで、振り返って上部を見たところ



　　その左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　竪堀底を上に登って、虎口状の辺りを見たところ/左手が郭４、右手は郭２の帯郭/前方の上部は郭２ 📹 video

https://youtu.be/gDl5lzNbWjs


　　　　　そこで、左手の郭４方向を見たところ



　　同じく、右手の郭２の帯郭方向を見たところ



これは郭２の帯郭から郭４方向を見たところで、竪堀（左手）の上部の堀切部分は土橋で連結しているようになっているが、実際には木橋が架けられて
いたようだ/堀切は右手（北方向）に続いている



　そこで、左手を見たところ



現状土橋となっている郭４の虎口状を見たところ



　　その右手に、郭４と郭２との間にある堀切を見たところ



　　　　　その堀切（縄張図では大堀切とも）を北方向に進もう/左手が郭４、右手は郭２ 📹 video

https://youtu.be/_HyxuUiMnFo


　　岩盤を削り込んでいる



　ここで、堀切（大堀切）は少し左手に折れて、また北方向に続いている 📹 video

https://youtu.be/wAeCp3oHobU


　　　　　　こんな塩梅



　　　　その先の堀切/左手が郭４、右手は郭２ 📹 video

https://youtu.be/a4TKO47PVIE


　　　　　　これは、そこで振り返って堀切（大堀切）を見たところ/正面の上部は郭２



　　　　　　堀切を更に北方向に進む/左手が郭４、右手は郭２



　　そこで、振り返って南方向を見たところ/左手が郭２、右手は郭４



　　　　　そして堀切はここで竪堀となって北側に下り落ちている



　　　　そこで、振り返って南方向を見たところ



それでは郭２の帯郭から郭２に登ってみよう



　郭２の帯郭を東方向に進む 📹 video

https://youtu.be/cP5qLDA7R5o


　　　郭２の南下に沿って、細長く続いている



　　　　　最近木々が切られたようで、まだ置きっ放しになっている 📹 video

https://youtu.be/k3Plhmej7sg


　そこで、右下を見たところ/南下にはこのように幾つもの平場（腰郭・帯郭）が展開している 📹 video

https://youtu.be/WcKlxO-ZKc8


　　　　　　ここは帯郭の東側/前方に郭１の城塁が見える/郭２と郭１との間は堀切で断ち切られている



そこで、振り返って西方向を見たところ/右上が郭２



左手を見ると大きな抉れがある 📹 video

https://youtu.be/kZMGQUBaeek


その抉れの右手には、南下に下りて行くルートがある/こちらに進むと、南下に展開する平場（腰郭・帯郭）や郭５及び井戸郭（井戸ノ沢）がある/後程、
行ってみよう



正面の城塁（切岸）の上が郭１ 📹 video

https://youtu.be/MASiWpVPfVE


　　　これが右手から見た、郭２（左手）と郭１（右手）との間の堀切 📹 video

https://youtu.be/JOC-3Y6E5UU


さて、帯郭から郭２へ上ってみよう/ここはその虎口 📹 video

https://youtu.be/7VKX_QFg6Ms


　　　これは郭２を東側から西方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/ZFqSSgUg83o


　　　　　今上がった南側の虎口を見たところ 📹 video

https://youtu.be/ZY47k8biJN0


　郭２の中央付近で、西方向を見たところ/周囲には土塁が回っている 📹 video

https://youtu.be/gWN_44y6Qe8


　　　そこで、振り返って東方向を見たところ



　　そして北側にもこのような土塁が回っている



　　その土塁を右手から左手方向に見たところ



　これは西側の土塁/南側から北方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/qqNQ4_8Uv3Y


　そこで、振り返って南側に続く土塁を見たところ



　　　　　これは西側の土塁上から、郭２と郭４との間の堀切（大堀切）を見下ろしたところ/左下は竪堀



　　　その右手を見たところ/堀切（大堀切）の向こうは郭４の土塁



更に右手を見たところ/堀切が少しクランクして右手（北方向）に続いているのが見て取れる



これは郭２の北西隅の方向を見たところで、前方で地盤が上がっている



　こんな塩梅/この上段のエリアは櫓台跡とされる



　　その櫓台跡を見たところ 📹 video

https://youtu.be/L6cpgqV0Il8


　そこで、振り返って南方向に土塁を見たところ/右下が堀切（大堀切）



　　　　　その堀切（大堀切）を見下ろしたところ/前方で竪堀となって下り落ちている



　　　　その更に右手を見下ろしたところ/ここが堀切のクランク部分



　　　そして更に右手（北方向）に続いている



　　　　　郭２を西側から東方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/3cSQRR385cA


左手（北側）の土塁を見たところ 📹 video

https://youtu.be/87r4-5jDGoQ


　　　　その土塁に登って東方向を見たところ



　　南側で、帯郭にあった抉れを見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/oKWkz64zl0w


　そこで、右手を見たところ



　同じく、左手を見たところ



　これは東側で、郭１方向を見たところ/手前は郭２と郭１との間の堀切 📹 video

https://youtu.be/HJdAeCNhM88


　そこで、左手を見たところ



　　　　　同じく、右手を見たところ/堀切はこの先で南斜面に繋がっており、竪堀状になって下り落ちている 📹 video

https://youtu.be/Nyf7tC0dl5Q


堀切のすぐ下は一寸した平場となっているが、この更に下（右手）は竪堀状に下り落ちている 📹 video

https://youtu.be/A1CORBTO804


　上部の堀切方向を見ると、この段差の部分には石積が施されていた 📹 video

https://youtu.be/mUxFtOvcHSU


　　　これが平場の先で南側に下り落ちる竪堀 📹 video

https://youtu.be/mrF7TqSqYDA


　　　その先はこんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/kk5yLoHD_YY


　　　　そこで、上部の堀切方向を見たところ



さて、次に郭２の帯郭から南下の郭５及び井戸郭（井戸ノ沢）へ進んでみよう



　帯郭のここから南側に下りる 📹 video

https://youtu.be/N5HSf5c3vVw


　　　左手を見ると、緩やかな堀と言うか平場のような状況があった



そこで、左手を見上げたところ



　同じく、右手を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/DZeDDQhCHNM


そして更に下ると、ここは縄張図で「虎口」と記されている場所/郭５方向との連絡路のようだ/右手に郭２の帯郭の南下に見えた平場（腰郭・帯郭）がある



これがその平場（腰郭・帯郭） 📹 video

https://youtu.be/t7k0Wz4wDtc


　　　　　そこで、右手を見上げたところ/この上部が郭２の帯郭



　　その平場（腰郭・帯郭）を西方向に進むと、前方にマウンドが見える 📹 video

https://youtu.be/6o5PG-1a91A


　そのマウンドに登って下を見ると、これは郭２と郭４との間の堀切（大堀切）から南側に下り落ちる竪堀であった 📹 video

https://youtu.be/rGjXEVtsFzk


　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　　　　　　振り返って、東方向を見たところ/左上が郭２の帯郭



　さて、先程の「虎口」に戻って、南下を見たところ 📹 video

https://youtu.be/LgiYD_Kgk8A


　この周りにはこのように石積の名残が見られた



更に南側に下ってみよう/右手に窪みが見られる



　　　　　こんな塩梅/これは竪堀のようだ



　その竪堀の下から、振り返って見上げたところ



　　　　　同じく、少し右手から見上げたところ



　　さて、右手のここを更に南側に下って進む



　　　すると、右上の先程の平場（腰郭・帯郭）の南下に、もう一段の平場が続いている/やはり、腰郭乃至は帯郭的平場のようだ 📹 video

https://youtu.be/_dJk_WmXpvI


　　　その平場（腰郭・帯郭）を西方向に進んでみる/左下（南側）には更に平場が見える 📹 video

https://youtu.be/LwIMTq-uZMM


　　　右手には横堀のような窪みが続いている 📹 video

https://youtu.be/psz0Y3PO4TE


　　　　　振り返って、東方向を見たところ



　　その右下（南側）を見たところ/何段かの平場が点在しているようだ 📹 video

https://youtu.be/QpRuT_lppw8


　　さて、東側に戻って更に南側に下って進む



　右下が郭５のエリアのようだ 📹 video

https://youtu.be/odyTfyQYG7I


左手に大きく回り込んで、郭５の平場にアプローチする/この下にも、もう一段平場があるようだ 📹 video

https://youtu.be/jJ9GVqwsiJY


一段下の平場を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/aT6WpZp5Hz8


　　　その平場に下りて進む 📹 video

https://youtu.be/9rNAfbmXQ9c


　　これは一段下の郭の切岸を見上げたところ



　　　　その右手を見たところ/更に右手の斜面には竪堀が見られる 📹 video

https://youtu.be/y4FAqrrKW2I


こんな塩梅 📹 video

https://youtu.be/Zg9irkFhW5Q


さて、二段の平場から更に南側に下って行くと、前方の木に案内表示が括り付けられている



「この場所は小字江戸田（エドダ）と小字城山（シロヤマ）の境にあり、江戸田は井戸沢がなまったものと古くから言われ、この場所は水の手と考えられて
います。雨の多い時期には現在もこんこんと湧水が湧いています。」と記されている 📹 video

https://youtu.be/A3hNIeRJicc


　　下を見ると、こんな塩梅



右手の谷あいを見たところ/こちらから流れている



　　　　左手の谷あいを見たところ/この方向に水路が出来ている 📹 video

https://youtu.be/-Nm69YWglmo


　　　　振り返って、郭５の方向を見たところ



　　　　　それではいよいよ、郭１と郭２との間の堀切から郭１の南虎口に進み、郭１の内部を見てみよう



　　ここが郭１（左手）と郭２（右手）との間の堀切で、左手前に折れて郭１の南虎口へ進む 📹 video

https://youtu.be/okt3l1wC8P8


　　　　　これは左手の郭１の城塁（切岸）



　　　左手に折れて進む



　　　ここが郭１の南虎口 📹 video

https://youtu.be/mPbdX8JZOJI


振り返って、今来た方向を見たところ/前方は郭２



郭１の内部に入ったところ/左前方（北側）は一段高くなっている/周囲には土塁が回っている



　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



振り返って、南虎口を見たところ 📹 video

https://youtu.be/OB2QRKR3eJY


　　これは南虎口の土塁上に登って、郭２方向を見たところ/手前が郭１と郭２との間の堀切 📹 video

https://youtu.be/O4Z-hALU7Ys


　そこで、右手を見たところ



　　　　これは土塁上で、北方向を見たところ



　同じく、東方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/U9P-wgu4YAA


　　　これは郭１の低い地盤のエリア（南側）で南方向を見たところ



　　そこで、左手を見たところ/東虎口が見える



　　　同じく、右手を見たところ/こちらには南虎口が見える/左手に説明板が立っている



　こんな塩梅/前方は南虎口 📹 video

https://youtu.be/abtrTpL4XJ8


南虎口と東虎口を結ぶ土塁の内側には、石積みが普請されていたと云う/鉢形
城跡の伝秩父曲輪や、箕輪城跡などにも同様の石積みが見られると云う



郭１には4棟以上の建物が存在していたと云う 　　　　遺構平面図



　　郭１の低い地盤のエリア（南側）から高いエリア（北側）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/iWfaRDtLysE


　　　　そこで、左手（西方向）を見たところ



同じく、右手を見たところ/右手は東虎口、左手の虎口状の土塁の切れ目の向こうは、東下への竪堀となっている



　説明板や石碑が立っている











地盤の高いエリアで、南側から北方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/AEEwuWtdfp4


同じく、南東側から北西方向を見たところ/手前の箱には小倉城跡のパンフレットが入っていた 📹 video

https://youtu.be/EbPxmSAMC0c


　　　そこで、右手に北方向を見たところ/土塁に沿って堀が並行しているように見える



　同じく、左手に西方向を見たところ/ここで地盤に段差が付いている



　　　　そこで、左手（南方向）を見たところ/土塁が周囲を回っているのが見て取れる



　　　　　ここは北虎口/説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/2RIAttKAqVo


　　　袖部に石積が見られると云う



　　　東側の袖部/石積の破片が散乱している 📹 video

https://youtu.be/ptGRYeRnQqg


　　　これが石積の遺構 📹 video

https://youtu.be/xzAScrtIFNA


　　右手の土塁上に登って、南方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/SEqiVv2xdZY


　　　　左手には東方向の眺望が開けている 📹 video

https://youtu.be/kDu4XCj2hVA


　その土塁上を南方向に進む 📹 video

https://youtu.be/h5s6i1bDFow


　　この土塁の切れ目が、虎口状に見えた東下（左手）の竪堀部分



　　　　その竪堀の部分を右手から見たところ 📹 video

https://youtu.be/1cYhasR55Tg


　　　　　反対側の土塁上から、その竪堀部分を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/jSosXn1BGeQ


　　　　そこで、右手を見たところ/竪堀になっているのが見て取れる/その下には直交する横堀が見える



そこで、振り返って南方向を見たところ/前方は東虎口 📹 video

https://youtu.be/WJocdgj6-UY


　　　　　その東虎口を見下ろしたところ



　　右手から東虎口を見たところ/この先には平場があり、その前方に郭３が展開している 📹 video

https://youtu.be/Wgg1ipblZJ0


　　　　こんな塩梅/前方に郭１と郭３とを断ち切る堀切があり、その向こうが郭３/手前は東虎口前の平場



　さて、最後に大福寺周辺の遺構を見てみよう



　　　　　前方が大福寺本堂/背後が小倉城跡 📹 video

https://youtu.be/aX5EJFc4tFg


そこで、右手を見たところ/この道路沿いに堀跡が検出されているようだ



こちらは本堂寄りの南側にある堀跡部分と思われる 📹 video

https://youtu.be/vw7g7YN0tK8


　　ここは一段高くなった本堂回りの右手の平場



　　　そこから振り返って、南方向を見たところ



　　　　　　こちらは本堂回りの左手の平場/これらの平場には、平時の際の居館などがあったのではと云う 📹 video

https://youtu.be/5HUcRAmkjGw
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